
交
通
ル
ー
ル
を
守
る
大
切
さ
や
ト

ラ
ッ
ク
の
運
転
手
が
見
え
な
い
死

角
の
場
所
な
ど
を
学
ん
だ
り
、
パ

ト
カ
ー
に
乗
車
し
た
り
し
ま
し
た
。

ほがらか

伊万里グリーン・ツーリズム伊万里グリーン・ツーリズム

子どもたちに伊万里の自然や文化を伝えています子どもたちに伊万里の自然や文化を伝えています

対た
い
が
ん岸

の  

桜
さ
く
ら

並な
み

木き

を  

居い

な
が
ら
に

賞め

で
し
歳さ

い

月げ
つ  

マ
ン
シ
ョ
ン
遮

さ
え
ぎ

る

久く

保ぼ

田た

　
昭て
る

子こ

伊
万
里
白
露
短
歌
会

伊
萬
里
ホ
ト
ト
ギ
ス
會

田た

な

か中
　
南な
ん
が
く嶽

梅う
め

祭ま
つ

り
果は

つ
旗は

た

竿さ
お

の
揺ゆ

れ
残の

こ

り

　
山
代
東
小
学
校
で
、
１
月
23
日

に
『
介
護
の
お
仕
事
出
前
講
座
』

が
、
１
月
31
日
に
『
交
通
安
全
と

ト
ラ
ッ
ク
の
安
全
教
室
』
が
そ
れ

ぞ
れ
行
わ
れ
ま
し
た
。

　『
介
護
の
お
仕
事
出
前
講
座
』

は
、
児
童
に
介
護
や
福
祉
を
身
近

に
感
じ
て
も
ら
お
う
と
、
市
や
社

会
医
療
法
人
謙
仁
会
の
介
護
福
祉

士
、
社
会
福
祉
協
議
会
な
ど
が
連

携
し
て
開
い
た
も
の
で
、
４
年
生

が
、
装
具
を
装
着
し
て
、
高
齢
者

の
動
作
・
視
覚
・
聴
覚
を
疑
似
的

に
体
験
し
た
り
、
車
い
す
に
乗
っ

た
り
し
ま
し
た
。

　『
交
通
安
全
と
ト
ラ
ッ
ク
の
安
全

教
室
』
は
、
子
ど
も
の
交
通
安
全
教

育
を
推
進
し
よ
う
と
市
交
通
対
策

協
議
会
が
、
伊
万
里
警
察
署
と
ヤ

マ
ト
運
輸
株
式
会
社
の
協
力
の
も

と
開
い
た
も
の
で
、
１
・
２
年
生
は
、

↑車いす乗車では、スロープ
の上り下りを体験しました

　グリーン・ツーリズムとは『緑豊かな農村地域において、自然・文化・人々とのグリーン・ツーリズムとは『緑豊かな農村地域において、自然・文化・人々との
交流を楽しむ滞在型の余暇活動』のことです。交流を楽しむ滞在型の余暇活動』のことです。
　このコーナーでは、伊万里の農家民宿・体験を紹介します。　このコーナーでは、伊万里の農家民宿・体験を紹介します。

　今回は、多久島美隆さん・陽子さん夫婦（東山代町長浜）

が営む温かみのある農家民宿『かちがらす』を紹介します。

　かちがらすは、主に中学・高校の修学旅行生を受入れています。

　受け入れ時には、伊万里の魅力をたっぷりと感じてもらえるよ

う、伊万里の絶景を楽しめる竹の古場公園散策や星空観察、焼

き物の話を通して、地域の文化や自然の豊かさを伝えています。

　多久島さん夫婦は「修学旅行生との交流を通して元気をも

らえることが何よりの喜び」と話します。特に、修学旅行生

から後日送られてくる手紙は大切に保管している宝物で、そ

れらを読むことが生きがいになっています。

　あなたも農家民宿を通して、自分らしい生き
がいを見つけてみませんか。「農家民宿などに
新しく取り組んでみたい」「伊万里を訪れる人
たちを特別な体験でおもてなしをしてみたい」
人などを募集しています。
　また、興味を持った人が、具体的なイメージ
を持つことができるよう、農家民宿での宿泊体
験を用意しています。
　まずは、気軽に相談してください。
  ●● 問合先　問合先　
　　シティプロモーション推進課
　グリーン・ツーリズム係
　伊万里市観光協会（ 　 ☎ 20-9031）

農家民宿紹介 vol. ５農家民宿紹介 vol. ５

 取り組みを紹介
しています。→

かちがらすかちがらす（東山代町）（東山代町）

☆農家民宿・体験受入れに
　新しく取り組む人を募集しています☆

～農家民宿を通して生きがいを感じてみませんか～～農家民宿を通して生きがいを感じてみませんか～

山
代
東
小
学
校
で
『
介
護
の
お
仕
事
出
前
講
座
』
と

『
交
通
安
全
と
ト
ラ
ッ
ク
の
安
全
教
室
』
開
催

↑トラックの死角や車体の下に
潜む危険について学びました
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ほがらかほがらか

『働くなら いまりで、決まり！』、『わが家のアルバム』掲載希望者募集中です。情報政策課広報係（☎ 23-4313）

ア ル バ ム

わが家の

浦
うら

川
かわ

 諒
まさ

士
と

さん

＊智
とも

生
なり

・礼
れい

穂
ほ

さんの子

＊二里町

い
つ
も
元
気
な
諒
士
く
ん
♥
甘

え
ん
坊
な
わ
が
家
の
ム
ー
ド

メ
ー
カ
ー
♫
４
月
か
ら
は
年
中

さ
ん
♪
自
分
で

で
き
る
こ
と
を

増
や
し
て
い
こ

う
ね
♫
新
幹
線

で
お
出
か
け
し

よ
う
ね
☆

(     )３歳
11 か月

ぼ
く
は
お
し
ゃ
べ
り
や
体
を
動

か
す
こ
と
が
大
好
き
♪
ス
ト
ラ

イ
ダ
ー
で
よ
く
遊
ん
で
い
た
け

ど
、
熊
本
旅
行
で
剣
を
手
に
入
れ

て
か
ら
は
忍
者
ご
っ
こ
を
し
て
い

る
よ
☆
最
近
は
新
幹
線
に
夢
中
だ

よ
♥
シ
ン
カ
リ
オ
ン
も
好
き
だ
け

ど
や
っ
ぱ
り
本
物
の
新
幹
線
が
好

き
♫
今
度
か
も
め
に
乗
る
ん
だ
♥

いまり 決まり！で、

働くなら

古
ふる

河
かわ

 亜
あ

依
い

羅
ら

 さん

（22歳・二里町）

◇
ど
ん
な
仕
事
を
し
て
い
ま
す
か

　 

眉
毛
の
デ
ザ
イ
ン
や
ま
つ
げ

カ
ー
ル
、
ま
つ
げ
エ
ク
ス
テ
を

担
当
し
て
い
ま
す

◇
仕
事
で
心
が
け
て
い
る
こ
と

　 

お
客
さ
ま
の
希
望
に
沿
っ
た
眉

毛
の
デ
ザ
イ
ン
を
作
る
よ
う
に

し
て
い
ま
す

◇ 

仕
事
の
目
標
　
予
約
で
毎
日
満

席
に
し
た
い
で
す

◇ 

自
己
Ｐ
Ｒ
　
き
ょ
う
だ
い
思
い

で
す
！
妹
の
バ
レ
ー
の
練
習
に

付
き
合
っ
た
り
、
弟
と
キ
ャ
ッ
チ

ボ
ー
ル
を
し
た
り
し
て
い
ま
す

◇ 

趣
味
・
特
技
　
笑
え
る
動
画
や

ホ
ラ
ー
映
画
を
見
る
こ
と
で
す

◇ 

市
民
へ
一
言
　
男
性
も
女
性
も

眉
毛
・
ま
つ
げ
か
ら
オ
シ
ャ
レ

を
始
め
て
見
ま
せ
ん
か

◆  sora ( 松島町 )
◆ 令和６年４月入社

地域を守る地域を守る

消防団 !!消防団 !!
vol. ７　大川分団

　消防団は、大切な人や大好きなまちを火災など
の災害から守るために日々活動しています。
　このコーナーでは、隔月シリーズで『伊万里市
消防団 1 本部・11 分団』を紹介します。

　区長や住民の皆さんには、日頃から多方面に　区長や住民の皆さんには、日頃から多方面に
わたる支援や協力に、心から感謝わたる支援や協力に、心から感謝
しています。しています。
　いつ襲って来るかも分からない　いつ襲って来るかも分からない
災害に対し、地域の皆さんと手を災害に対し、地域の皆さんと手を
取り合い、今後も連携を深めてい取り合い、今後も連携を深めてい
くことで、地域と消防団が一体とくことで、地域と消防団が一体と
なって、災害に立ち向かえる組織なって、災害に立ち向かえる組織
づくりを進めていきたいと思ってづくりを進めていきたいと思って
いますので、協力をお願いします。いますので、協力をお願いします。

● 問合先問合先　　消防調整課消防団係（消防調整課消防団係（  ☎☎ 23-211823-2118））

　大川町を管轄する大川分団は、火災や風水害に対

する予防広報や災害時の対応などを行い、住民の皆

さんの安全・安心の暮らしを守るために日々活動し

ています。

　特に駒鳴地区は、昔から消防に関する深い認識が

あり、消防団活動に理解がある地域です。地区には

『腕
わん

用
よう

ポンプ』が残されています。これは、明治 44

年に製造され、昭和 30 年代まで使用していたもの

です。現在では、当時の活動を知る貴重な資料とし

て大切に保存しています。

腕用ポンプ腕用ポンプ

分団の紹介分団の紹介

腕用ポンプを使用したポンプ操法の様子腕用ポンプを使用したポンプ操法の様子
野中 賢 分団長野中 賢 分団長

分団長のひと言分団長のひと言
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